
ノーリフティングケアを目指して

社会福祉法人 さわらび会

介 護 老 人 福 祉 施 設 早 蕨

ノーリフトケア委員会 委員長 高橋 大和

教 育 部 教 育 指 導 主 任 畠 中 秀 貴

ー実践ゼロから定着までー



さいたま市
桜区

高知市 ・デイサービスセンター 樹蔭(こぬれ)

・ホームヘルパーステーション あおやぎ

・居宅介護支援事業所 さわらび

・地域連携室 さわらび

・小規模デイサービス 庵(いおり)

・介護老人福祉施設 早蕨

・短期入所生活介護 早蕨

・介護老人福祉施設
BUENA VISTA(ブエナビスタ)



介護福祉老人施設

早蕨(さわらび)

特養定員数

80名

短期利用者

10名

平均要介護度

4.2

特養入居者
平均年齢

88歳

職員人数

40名
※非常勤・パート含む

常勤換算
看護・介護

2.36：1

令和８年１月 現在
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以前の状況（R3.10）

腰痛者が多い…

福祉用具や福祉機器が

あるにもかかわらず…

重介護だな…
つらい…
しんどい…

？
？

？



ノーリフティングケア定着までのきっかけ(R3.10)

ノーリフティング
ケアを取り組みた
い

リフトを使用し
たいのか？

ノーリフトケア
をしたいのか？

業務改善がした
い！！！

ノーリフトケア
取り組み開始へ

介護職員
施設長



ノーリフティングケア定着までの歩み(R3.11～R4.3)

STEP1

ノーリフトケア

  準備委員会 設置

STEP2 STEP3

備品・知識・技術の確認

  目標の設定

5年後に優良事業所に！

  モデルフロア選定

不良姿勢の見直し

環境整備を実施



ノーリフティングケア定着までの歩み(R4.3～R5.3)

R4.４ 朝の腰痛予防体操の開始

R4.５ ノーリフトケア推進委員会
へ名称変更

R5.２ 床走行式電動介護リフト追加２台導入
（計３台）

基礎知識
定着完了

R4.3 不良姿勢改善
               の為環境整備

機能訓練指導員を中心とする



ノーリフティングケア定着までの歩み(R5.4～R7.3)

R5.９ スカイリフト２台導入

R5.10 床走行式電動介護リフト
１台追加導入(計４台) 

R6.６ ノーリフティングケア実技研修会
研修終了２名

R6.８ 同法人特養ブエナビスタ(埼玉)と
TV会議

R6.12 床走行式電動介護リフト３台追加導入(計７台)

R7.２ ノーリフティングフォーラム
 参加１名 

R5.12 高知家ノーリフティングマイスター研修

 介護主任・介護職員２名終了



ノーリフティングケア定着までの歩み(R7.4～現在)

R7.４ ノーリフトケア委員会へ名称変更
(4割弱の利用者が対象となり確立した為)

R7.5 ブエナビスタへ委員長派遣

R7.９ 3モーター式電動ベット５台導入

R7.10 ノーリフティングケア実技研修会

修了者2名 

ノーリフティングケア
定着完了

ノーリフティングケア
普及の為

R7.11 優良事例募集
   への応募



組織体制・委員会

総合管理

施設長

委員長

(統括リーダー)
介護福祉士

ノーリフト委員会

サポート

教育部

家族説明・同意

ケアマネジャー

腰痛予防
機能訓練指導員

医務

教育担当

ノーリフト委員

理解教育

ノーリフト委員

技術教育

ノーリフト委員

事故

事故防止委員

福祉機器導入

計画・管理担当

ノーリフト委員

・施設全体、職員個人
への助言相談

・新たな取り組み
へのサポート

・各種委員会への参画



組織体制・委員会

担当者会議

ケアマネジャー

ノーリフト
メンバー

機能訓練指導員

看護師

・利用者選定
・ケア内容
・現場確認

家族への説明

・電話

・動画視聴

同 意

ケアプランへ反映

職員周知

実 施



組織体制・委員会 原則２カ月毎 多職種連携



ノーリフティングケア知識・技術指導 -新人職員-

腰痛の有無の確認。1

ノーリフトケア委員より入職１週間以内にノーリフトケアの
基本について教育を実施。その後、理解度テストを行う。

2

スライディングボード、吊り上げ式リフト、スカイリフトの
順で福祉用具説明、実践指導を行う。

3

福祉用具・機器 技術テスト。4

福祉用具・機器についての不安や質問
   ないのか聞き取りを行う。

5 個別指導



ノーリフティングケア知識・技術 –現職職員-

   年２回全体会・特養部会にてノーリフティングケアの知識・技術の周知向上。1

   腰痛を持っている職員へ現状の聞き取りを行う。2

      ノーリフティングケアについて興味のある職員に対して研修への参加を促す。3



-ノーリフティングケアでの事故-

リフト使用中
ベットからの

転落

ノーリフティングケアを推進していく中で…

1

2

3

事故検討委員会への参画

技術の再確認・再指導

マニュアルの改訂

対 策



ノーリフティングケア知識・技術 –現職職員-

   年２回全体会・部会にてノーリフティングケアの知識・技術の周知向上。1

腰痛を持っている職員へ現状の聞き取りを行う。2

      ノーリフトケアについて興味のある職員に対して研修への参加を促す。3

   年二回福祉用具の技術テスト、R6度より採点方式にて上半期（4月～１０月） 
テストで合格水準に達した職員には年一回のテストへ昇格。

4NEW



成 果 –福祉用具・機器の導入-

７台

２台

７セット

11枚

３枚



成 果



成 果 –環境整備-



成 果 –不良姿勢改善-



成 果 –負担軽減-

従来介護 ノーリフティングケア



成 果 ‐腰痛-

21.7

16.4 16.9 16.9 16.9

R5上期 R5下期 R6上期 R6下期 R7上期

腰痛保持者(％) 問診対象者62名

(13名）

(10名） (10名） (10名） (10名）

約５％減少！！！



入院者が帰って
来られる、環境
を作りやすく

なった

成 果 –職員の声-

私でも移乗
ができる！

腰痛が軽減
されたな～

もっと安全で安心
なケアの方法はな
いのかなぁ～

福祉用具が
足りないな

ノーリフティングケア
なしは考えられない！



成 果 –ヒヤリハット-



R8年１月現在

30名

1名

ノーリフトティングケアを受けて

良かった 悪かった

安心した

職員からの観察視点で

表情が良くなった等

トイレへ

行けるようになった

良かった(内 容）

15名

6名

9名

成 果 –入居者様の声-



成 果 -余暇活動-

喜ぶ顔が見れて
良かった～

外出できて
楽しいな～

ホールで過ごす時間が
増えて嬉しいな！



まとめ・今後の目標

POINT

  1
POINT

 2
5年間の

ノーリフティングケア推進

優良事業所に！！！

基本理念

誠実な心

優しい心 進取の心

POINT

 3

労働安全

感染予防

介護の質
向上

業務改善

ゴールではなく新たなスタート



FIN

ご清聴ありがとうございました
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